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脳性麻痺に対する有望な治療法として、自己臍帯血細胞移植を用いた再生医療が期待されている。

本研究では脳性麻痺モデルマウスとして新生仔脳虚血再灌流障害モデルマウスを作製し、脳スラ

イス培養法を用いてヒト臍帯血による神経系再構築とミクログリアに対する影響を評価した。生

後 9 日齢 NOD/SCID マウスの右総頸動脈の血流を一時遮断し、8 % O2 による低酸素負荷後に再

灌流させ、新生仔脳虚血再灌流障害モデルマウスを作製した。モデル作製より 3 週間後、脳障害

を認めたマウスの脳スライスを作製し、ヒト臍帯血細胞と共培養した。共培養から 3 日後にスラ

イスを固定し、シナプス小胞タンパク質であるシナプトフィジン及びミクログリアマーカーであ

る Iba1 にて免疫染色を行い、神経系再構築とミクログリアの形態学的変化を評価した。また同時

に培養上清を採取し、ビーズアレイ法による上清成分の解析を行った。 

マウス脳スライスと臍帯血細胞を共培養したところ、doublecortin 陽性神経前駆細胞の神経突起

伸⾧及びミクログリアの形態学的変化が認められた。さらに、共培養を行った脳スライスでは、

シナプトフィジンが強発現していることが明らかとなった。培養上清成分の発現解析では、臍帯

血細胞と共培養した上清において特定のサイトカインやケモカインの発現が上昇していた。本研

究では、モデルマウスの脳スライスと臍帯血細胞を共培養することにより、神経系再構築とミク

ログリアの形態学的変化が認められ、特定のサイトカイン、ケモカインの産生により脳の微小環

境を変化させていることが明らかとなった。今後は、脳スライスのゴルジ染色により神経細胞軸

索とシナプス形成するスパインを評価し、神経系再構築に有効な因子の同定を行う予定である。 

 


